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0. はじめに

本稿は，中華人民共和国吉林省延辺朝鮮族自治州におい

て公用語の一つとして用いられる朝鮮語（以下，延辺朝鮮

語とする）の歯茎破擦音とその口蓋音化現象について論じ

たものである。延辺朝鮮語は咸鏡道方言を基盤とする言語

であるというのが広く認められている見解である 。住民

（朝鮮族）の大部分が咸鏡道を故郷とすることからも ，こ

れは妥当な見解だといえる。ところが，朝鮮語における共

時的な口蓋音化とそれが引き起こしたであろう音韻変化と

いう観点から延辺朝鮮語を見た場合，朝鮮語の諸方言のう

ち口蓋音化および音素／cl【注l】の硬口蓋音への変化[ts]>

[tf]を起こさなかったのは西北方言すなわち平安道方言だけ

だという従来の見解とは異なる現実に気づく 。それは，延

辺朝鮮語においては「ス，文｝ス」 (/c,ch,'c/）が歯茎破擦音

[ts/dz,tsh,'ts]として音声的に実現されることである。

(1) a. ス｝フl/caki/ 

“自分'’

[tsagi] ~ [tJagi] 

b . 咎入~ /chamsc/ [tsamsc]-[tJamsc] 

“すずめ＂

C. 叫叫 ／＇cari/ ['tsa:ri] ~ ('tJ a:ri] 

“ツァーリ （ロシア皇帝）”

この発音には個人差も大きい。1995年に延辺電視台にお

いて製作，放送された延辺 （主に延吉市と龍井市）を舞台

にした連続テレビドラマ 『外な叫吾』 （漢語題名 《白奎

花》） を視聴した結果，若干口蓋音化した硬口蓋歯茎音

(palate-alveolar)を用いる話者もいる。朝鮮語を母語とす

る延辺の若年層では一般に非口蓋音性がより強いと言える

だろう 。

規範的には「ス」は常に[tJ]と発音されるべきだと考えら

れているためか，延辺地区や北京で出版された朝鮮族朝鮮

語に関する文法書や辞書には「ス」は常に[tDとして説明さ

れている。しかし，実際には延辺朝鮮語の「ス」／c/の主変

異音は非口蓋音性のつよい[ts]である。このことを記述した

ものには，小学館 (1993) がある。

許雄 (1964)，金英培 (1978) によれば，平安道方言に

おいても，「ス，え双」 (/c,ch,'c/）は歯茎破擦音[ts/dz,tsh,'ts]

として実現される。ところが，平安道方言と延辺朝鮮語が

異なる点は，平安道方言においては／c／はどの母音の前に

あっても[ts/dz,tsh,'ts]の音価を維持しつづけ口蓋音化に抵抗

しているとされるのに反し，延辺朝鮮語の/c,ch,'c／は前舌狭

母音／i／の前では口蓋音化して硬口蓋破擦音[tJ/d3,tJh,1t]］と

なる点である。(2) は延辺朝鮮語における歯茎破擦音のロ

蓋音化の例である。

(2) a. o}旦スl/apoci/ 

b. 司口} /cima/ 

C. 双l771 /'ci'ki/ 

[abod叫“父”

[tfhima]“スカート”

「tfi1ki] “おり'’

本稿ではおもに延辺朝鮮語における／c／の音声実現を朝鮮

語の他の方言と対比しながら，それが口蓋音化と関わる点

を中心に分析し，延辺朝鮮語が朝鮮半島内の方言とは異

なった／c／の異音の分布を持つと明確に示すことを目的とす

る。

1章では延辺朝鮮族自治州とその朝鮮語である延辺朝鮮語

に関して概説する。これは，後述するように延辺朝鮮語が

朝鮮語の諸方言と漢語との二言語併用による干渉下にある

という 言語的な背景を考慮した所以である。2章では朝鮮語

の口蓋音化と，口蓋音化がもたらした音韻変化の歴史的な

過程について，それぞれ先行研究を参考にしながら概説す

る。3章では朝鮮語を母語とする中国朝鮮族のインフォーマ

ント (1973年中国吉林省延辺朝鮮族自治州延吉市生まれ，
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男性）から得られた結果を基に，延辺朝鮮語の/c／の音声実

現についてそれが口蓋音化と関わる点を中心に分析する。

4章では結論として延辺朝鮮語の非口蓋化音[ts]が延辺朝鮮

語にもたらした影響について述べる。

なお，必要に応じてハングルを用い，音素記号に よる転

写を付 した。朝鮮語の音素の目録は以下 （表l)に示す通り

である。

表l：延辺朝鮮語の音素目録

子音 :p（日） t（こ） C（ス） k（ゴ） h（古）

ph（立） th(E) ch（文） s（人） kh(ヲ)

p'(llll) t'(t:c) c'（双） s'（M) K'（江）

m（口） n（し） r（己） I](0) 

母音 ：前舌非円唇 前舌円唇後舌非円唇後舌円唇

半母音 w 

狭 i(Ol) y（判） w(9) u（辛）

中 e（吋l） ¢（叫） 3（叶） 0（立）

広 £(OH) a(o}) 

1.延辺朝鮮族自治州とその朝鮮語

延辺朝鮮族自治）+Iは，延吉市を州都とする民族自治州で

ある。1+1の公用語は朝鮮語と漢語 （中国語）である。1952

年に自治区として創設され，1955年に自治州と改称した。

豆満江をはさんで朝鮮民主主義人民共和国及びロシアと国

境を接し，中国の朝鮮族全体の約半数が居住する他，漢

族，満族，回族，モンゴル族が居住する。行政単位として

延吉市，因1門市，渾春市，龍井市，和龍市，敦化市，安図

県，圧清県の6市およびの2県を含む。、州都は延吉市。1990

年現在人口約208万人。朝鮮族が州全体に占める人口比率は

40パーセントになる （人口統計については社団法人中国研

究所編 (1990)『中国年鑑1990年版別冊 東北三省データ

ファイル』を参考にした）。

最近中国で発行された延辺朝鮮族自治州の朝鮮族および

朝鮮語に関係する資料で入手できたもののうち，ほとんど

のものが1982年の全国普遍統計調査資料と呼ばれるものに

方言人口の統計を依拠している。つまり，住民がそれぞれ

本籍地の言語を使用するという仮説に基づいた報告であ

る。例えば，付 叫 (1990)は，延辺地方において100名以

上の人口を持つ村を対象として， 1982年度全国普遍調査統

計資料と戸籍主の本籍地をもとにして方言使用者の数を出

している。方言を同定するための言語的な特徴付けや語彙

の分布等に関してはなにも述べられてはいないので，実地

の言語調壺は行わなかったものと考えられる。同論文では

結論として延辺の各地方に分布する重要な方言は咸鏡道方

言であるとしている。吋0a~ (I 991)においても同様の見
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解 （朝鮮族人口の93.3パーセントが吉林省，遼寧省，黒竜

江省の東北三省と呼ばれる地域に居住しており ，だいたい

としては吉林省には朝鮮東北方言の保有者が多く，黒竜江

省には東南方言，遼寧省には西北方言の保有者が多いとい

うこと ）を伺うことができる 【注2】。

梅田 (1993: 132)は，咸鏡道方言系の延辺朝鮮語につい

て移住の第一世代を含めた様々な世代について調査を行

い，音韻について述べたもので，現在のと ころ最も信頼性

の高い資料のひとつだと言える。「ス」 ／c／に関しては「硬口

蓋音／c,ch, c'／は口蓋化が少なく ，非前舌閉母音／i,u, 0／の

まえで非口蓋性が強い」としている。

2.朝鮮語の口蓋音化現象に関する先行研究

15世紀から 17世紀にかけて起こった口蓋音化によって、

[ts]という舌端と歯茎とで調音される無気の破擦音が，後続

するi,jという母音および半母音の舌の位置に引かれて上後

方の硬口蓋に近づき，その位置での破擦音[tJ]に変化した。

朝鮮語でははじめは[tJ]は音素／c／の異音であったが，やがて

この条件から離れて独立の音素となったと考えられる。そ

の結果，口蓋音化と音韻変化が起こった方言においては／c/

に後続する／a/:/ja/は対立の機能を果たさなくなった。/c／のD

蓋音化との他に／t／の口蓋音化も起こ ったとされているが，

こちらも母音iおよび半母音iの前で[t]が[t]］になる変化がお

こったために，近世語文献の中で／t／の異音である[tJ]と／c／の

異音である[tJ]が表記上で区別できなくなるなどの混乱が起

こった 【注3】。

許雄 (1964)をはじめとする朝鮮語の口蓋音化に関する

先行研究は，中世朝鮮語の「ス」 ／c／が現代朝鮮語 （主に南

部方言）の 「ス」 ／c／とは違う音価であったことを提示する

という点では示唆に富むが， 「ス」／c／がなぜ[ts]>[tJ]への音

化変動を起こしたか，あるいはその時期等については明言

していない。「こ」／t／の口蓋音化とのかかわりについて明言

のできない理由は，資料の制約のために文献上の確実な時

期を確定できないこと， （文献によることが）間接的方法で

あるために、ス，文9 人等の歯音が／a/:/ja/に後続される時に起

こる混乱がすなわち「ス」 ／c／口蓋音化の影響であるとみな

すことがまだ推論の域を超えないためであるとしている

（李明奎1974: 44)。

宣 • 他 ( 1 985 :111 ) によると，朝鮮半島で行われる6つ

の方言， 即ち西北方言（平安南北道方言），東北方言（咸鏡

南北道），中部方言（京畿道，黄海南北道，江原道，忠清南

北道方言） ，西南方言（全羅南北道），東南方言 （慶尚南北

道），済州島方言のうち，済州島方言を除く 5つの方言が吉

林省，遼寧省，黒竜江省の東北三省で用いられているとい

う。同書では諸方言の対照のために，朝鮮語の6つの方言
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（済州島方言を除き，上の5つの区分の他に中北方言という

範疇を加えている）をそれぞれ代表する地点を 1つずつ選び

（遼寧省蓋県西海農場 ：西北方言，吉林省和龍県龍門郷亜東

村 ：中北方言，吉林省蓮春県敬信郷回龍峰村 ：東北方言，

黒竜江省泰来県四里五郷曙光村 ：東南方言，吉林省柳河県

姜家店郷京畿屯 ：中部方言，吉林省蚊河県天北郷永進村 ：

西南方言），音韻，語法，語彙についてまとめている。口蓋

音化と関連があると思われる例を以下 (3a-f)に挙げる。

柳河 瑶春

a. /kir/（道） kir kir 

b. /kj~th /（傍ら） kjat kj~t 

c. /paci/（ずぼん） patfi pati 

d. /cotha/（好い）（中世語／tjos-/) tJotha tjotha 

e. /ni/（風） I nl 

f. /njgrum／夏 （中世語／njgrAm/) jgrwm njar山 m

上に挙げた例はおそらく音素表記だと思われるので，有

声音間の無気音 （平音）がどの程度濁音化しているのか，

tやtIとされるものがどの ような音声実現を表すかについて

は不明である。 しかし， 3aと3bがK口蓋音化， 3cと3dがt口

蓋音化， 3eと3fがn脱落の諸方言における様相を示すという

意図は明らかである。3a-3c-3e, 3b-3d-3fはそれぞれ子音＋

母音iと子音＋半母音jという対応関係を示している。

これによると， 吉林省渾春 （東北方言）と遼寧省蓋県（西

北方言）では， 共に全ての口蓋音化が起きていないことが

わかる。(3c)叫ス1/paci/（ずぼん）は，中世語では叫9/pati/

なので，これを[padi]と発音する方言は／t／の第一段階の口蓋

音化さえ起こしていないことになる。そして，吉林省渾春

の朝鮮語においては，蓋県においてiの前で脱落した半母音

jが保たれている。

西北方言 （ここでは遼寧省蓋県に相当する）がK口蓋音

化，t口蓋音化， n口蓋音化いずれの変化も起こしていな

い，というのは李基文 (1972)，許雄 (1964)などの論と

一致する。 しかし，上の例では東北方言と東南方言は口蓋

音化という観点からは対極にあ り，李基文 (1972: 225)の

「互いに似ている」とい う記述とは相違する。また， （3a)

と (3b)のK口蓋音化については河野 (1945 (1979) : 274-

280)にも召/kir/（道）の方言地図 (p.276)が作成 ・掲載さ

れている。それによるとK口蓋音化を起こすのは 「忠清南道

の殆ど全地域及び咸鏡南，北道の大部分」 (p.275)である

が， 宣 •他 ( 1 985 ) においてそれぞれ該当するとされる記

述は河野の調査結果とは一致しない。もっとも，これは中

(3) a./i／が/klに後続する場合の/klの口蓋音化 ([k]→

[tJ]) 

b．半母音／j／の後続に よる音節初頭子音[k]→[tJ]の口蓋

音化お よび[j]の脱落

C.中世文献のIt／に／i／が後続する場合のIt／の口蓋音化

([t]→ [tJ]) 

d．中世文献の/tj／における[j]の脱落あるいは[t]の口蓋

音化

e.中世文献の/ni／における音節初頭音[n]の脱落

f.中世文献の/nj／における[j]の脱落あるいは[n]の口蓋

音化

蓋県 和龍 鮫河 泰来

kir tJir tJir tJir 

ket tI3t tJ~t tf~t 

pati patfi patfi tJu-wu 

totha tJotha tJotha tJotha 

m 

n3ru」m j~r山m jgrwm J． 3r3m 

国において行われる朝鮮語の記述なので，その結果が朝鮮

半島において約半世紀前に行われた調査の記述と一致しな

いのはむしろ当然のことと考えるべきであろう 。

更に， 宣 •他 ( 1985 ) では中国の中で朝鮮語がもっとも

広く用いられる延吉市の言語状況がどうであるかというこ

とには一切触れられていない。また，これは技術的な問題

に過ぎないのかもしれないが，これからわれわれが問題に

しようとしている「ス」は一貫してtIで転写されており ，

具体的にどのような発音上の特徴を持つのかは明らかにさ

れない点から，編集のねらいとしては記述よりも規範を主

体としたと考えざるをえない。特箪すべきは，iに先行する

rお よ びi ' j に先行する nは脱落する （宣 •他 ( 1 98 5: 15-

16)) と記載されていることである。確かに，朝鮮半島南部

の方言では 「n」はi,yの前では口蓋音化した[nj]となり，

後に弱化して脱落した （李基文1972: 198)。延辺朝鮮語に

おいても話者間で揺れが生じることがあるが，上の渾春市

の例でも分かるように，この言語では口蓋音化による語頭

子音の弱化および脱落が起こりにくいため，口蓋音価→弱

化→脱落という流れに対抗して，未だに発音の上でも表記

の上でも音節初頭音としての/n／を前舌狭母音／i/,半母音／y/

の前で保っている。(4)は音節初頭子音が保たれている例

である。

(4) a. t.1ス｝ ／njdca/ [njgdza] ~ [J1gdza] 女

b.甘／nim/ [njim] ~ [J1im] いとしい人
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3.延辺朝鮮語における／c／と／t／の音声実現および口

蓋音化の実際

朝鮮語の音節は，伝統的に初声と呼ばれる音節初頭子音

と中声と呼ばれる母音又は半母音，終声とよばれる音節末

子音により成り立つ。音節末子音のない音節もある。音節

末子音ぱ必ず次の音節の初頭子音と母音と共に音節を形成

し，独立の単位になることはない。この音節構造は延辺朝

鮮語においても同様である。ここでは，「ス」 (/c/) 「文」／

ch／について母音との結合をそれぞれ見ていくことにする。

延辺朝鮮語の特徴のひとつは，前舌母音e ( ~l ) とc

( 0~ ) の開閉の対立が明確なことである 。 また，南部方言

（韓国語）では二重母音とされているy（判）および¢ （叫）

がそれぞれi(0 l)とe (dl)の円唇母音として発音される

ことである。半母音j, wは母音に先行して二重母音をつく

るが，単独で音節になれないところが子音と共通してい

る。口蓋音化を形成するのに重要な役割を果たす前舌非円

唇の半母音jはa,e, u, 0, 3,cに先行して二重母音ja,

je, ju, jo, j~ , jr.となる。

子音「ス」 (/c/)「文」 （／ch/)と各母音との結びつきは以

下のようになる。左から順に語彙（ハングル），スラッ

シュ／／の中は音素表記，括弧[]の中は発音，括弧“”の中

は日本語訳である。(5)は無気音（朝鮮語学においては伝

統的に平音という），（ 6）は有気音（朝鮮語学においては伝

統的に激音という）における語彙をそれぞれ示した。

(5) a. c+a ス｝フl/caki/[ tsagi]“自分”

外ス｝／saca/[sadza]“ライオン＂

b. c+c スlス｝／ceca/[tsedza]“オ子”

C. c+g ス~/c~/[ts~]“私”

屯ス~/mgncg/[mgndzg]“先に＂

d. c+e ス~l l:ll/cepi/[tsebi]“つばめ'’

吋ス~l/;:)nee/[ ;:)ndze]“いつ”

e. c+o 王弄／corju/[tsorju]“鳥類'

翌王／munco/[ m undzo]“文鳥'’

f. c+<j> 到／c¢/[ts¢]‘‘罪＂

g. c+u 手号0l /cutul)i/[ tsuduIJi]“嘴'

甘晉／papcur/[paptsul]“飯碗'

h. c+y 吋／cy/[tsy]“ねずみ”

出澄~/pakcy/[paktsy]“こうもり'’

i. c+w 三吾／cwwm/［tswwm]‘‘際'

°}虹回／acwmai/[adzwmai]“おば”

J. c+i ス］叫／cira/[tfira]“牌臓'

°}叫 スl/ap~ci/[abgd3i] “ 父”

k. c+j ス~ /cjc/[tfjc]“あの子”

(6) a. ch+a 咎刈／chamsc/[t shams£]“雀”
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ロ料／macha/[matsha]“馬車'’

b. ch+e ス胆Hフl/cechegi/[tsetshegi]"くし ゃみ”

c. ch+d 対／chd/[tshd]“妻”

d. ch+e ぇ~l-&-/chejuk/[tshejuk]“体育”

e. ch+o 主／cho/[tsho]“酢”

付を／samchon/[samtshon]“父方のおじ'’

f. ch+¢ 卦屯／ch¢mjdn/[ t sh¢mj dn]“催眠”

g. ch+u 叫手／techu/[tetshu]“棗”

h. ch+y 司／chy/[tshy]“嘴'

i. ch＋山告卦／chwmcip/[tshwmd3ip]“二階建て以

上の家”

j. ch+i 咎／chim/[tJhim]“唾＂

刀｝文l/'kachi/「katJhi]“かささぎ”

k. ch+j 咎仝／chjansw/[tJjans叫“チャンス”

口蓋音化の起こる環境において，注意深く発音する場合

は破擦音から半母音0]へのわたりが意識的に長く発音され

ることもあるが，／cV/と／cjV/の弁別は／c／の口蓋音化によ っ

てより明確に特徴づけられる。次(7)の最小対立は，音節

初頭子音 「ス」 (/c/）において後続する母音が／j/で始まるか

そうでないかが弁別機能を持つことを示したものである。

(7) a.晉／cul/ [tsul]“縄＂

b.吾／cjul/ [tJjul] “ジュール（熱量）＂

le/およ び／ch／に半母音／j／が後続するのは，名詞では主に外

来語の場合に限られる。/cja/,/cj;)/, /cju/, /cjo/, /chja/, 

/chj /, /chju/, /chjo／の各結合において語彙が全て存在する

わけではない。/cj／および／chj／系列のあきま (gap) は近代以

後の外来語の登場によって充填されつつある 。(8)は

/c-/, /cj-/, /ch-/, /chjー／が母音／a/,/;)/, /o/, /u／を結びついて

できた語彙を示したものである。空欄(----）は対応語彙が

みつからないことを示す。

(8) 

ス／cl

/c-/ /cj-/ 

ト／a/ ス｝ ／ca/[tsa]“車” スF丑／cjakh/[tfjakh叫

“チャック”

-1 / I ス8/c~/[t s~] “ 箸'’

_Jo/ 王／co/[tso]“粟” 丑入~l 旦／cjoseth /[tJjo:Jet] 

“ジョ ーゼット織'

--,/u/ 晉／cul/[tsul]“縄' 弄~ /cjusw/[tfjus叫

“ン‘‘‘ユース” 

文／ch/

/ch-/ /chjー／

ト／a/ 叶／cha/[tsha]“車” 社仝／chans/[tJhjans叫
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“チャンス”

~II 文~/c;::,/[tsh;::,]“妻” 対モヰ／chj;::,dwnkak/

[tfhj;::,dwngak]“仰角”

4」o/ 主／cho/[tsho]“蝋燭’立吾叫l旦／chjokhorrethw/ 

[tfhokholleth叫“チョコレド'

ナ／u/ 手／chu/[tshu]‘‘秤'

南部方言（韓国語）の場合は，／c／が全ての母音と半母音

の前において既に口蓋化してしまった結果，／ca,cha/と

/cja, chja/の調音上の差は半母音／j/のわたりが速いか遅いか

にしか現れず，現実的には／c／のあとの半母音／j/は音素とし

ての機能を持たない。したがって，南部方言においては形

態素内において表記の上で／cj／および／chj/系列の表記が用い

られることはほとんどない（語幹がスl，司で終わる動詞に

接辞吋/-d等が膠着してー吋/-cjg/，一対/-chjg/という形態が

派生することがある） 。外来語の表記は手6-[tfu:sw]

“ジュース’' （延辺朝鮮語では弄6-[tfjusw]）のように表

記される。

4.おわりに

以上，延辺朝鮮語の歯茎破擦音[ts]と共時的な口蓋音化現

象がもたらす異音を中心に分析を試みた。その結果，延辺

朝鮮語は「ス」／c／の主変異音[ts/dz]は口蓋音化した異音[tJ/

d]を持つことが明らかになった。また， 南部方言において

は弁別機能を持たない「ス，文双」 (/c,ch,'c/）の後の半母音

が！延辺朝鮮語においては弁別機能を果たすことを明らか

にした。しかし，この言語では／c／において[ts]>[tf]の音化変

動が起きなかったため （あるいは，延辺朝鮮語の歯茎破擦

音は旧相を保っているのではなく ，諸方言，特に西北（平安

道）方言との接触の結果，従来の主変異音[tf]から[ts]へ音

価変動を起こ した結果生じたものかもしれない），音韻体

系としては／c／と／cj／は中和されずに対立を残したが， /cj／およ

び／chj／系列の対応語彙は／c-//ch-/に収敏されているために体

系上に語彙が存在しないというあきまが生じていることが

明らかになった。

延辺朝鮮語がなぜ歯茎破擦音[ts]を持つに至ったのかとい

う根本的な疑問は明らかにできなかった。音韻変化ぱ必ず

既成の音韻体系の制約を受けるので，ひとつの音素に執着

すべきではない。延辺朝鮮語における諸特徴，例えば語頭

のnが前舌狭母音の前においても脱落しないこと，漢字語に

おいて語頭のrを発音すること等は，口蓋音化＞弱化＞脱落と

いう（韓国語が被ってきた一連の音韻変化の一過程あるい

はあらたに生じた分岐を考えるならば、延辺朝鮮語の音韻

変化 （あるいは不変化）の原因となる別の構造が見えてく

るかもしれない。その他，接触言語 ・方言として延辺朝鮮

語がどの ような変遷を遂げつつあるかという通時的な問題

については別の機会に論じたい。
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【注】
(l)スラッシュ／／を用いて音素を囲む。音素の異音または音声を大

かっこ［］を用いて表す。音声表記にはIPA（国際音声字母）の諸記
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